
MG Collection
37

受 け 継 が れ る も の

北村季晴（1872–1931）作曲
『御伽歌劇ドンブラコ（桃太郎）』（明治45.1.29　共益商社書店）

第1場第1段、同第2段、第2場、第3場、第4・5場の分冊版伴奏付初版譜。
（明治学院歴史資料館蔵）

ピ
ア
ノ
と
笛
太
鼓
に
合
わ
せ
て
、
桃
太
郎
、
爺
、
婆
、

犬い
ぬ

野の

腕わ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

、
雉き
じ

山や
ま

拳け
ん

三ぞ
う

、
真ま

白し
ら

野の

猿さ
る

之の

助す
け

ら
が

歌
い
活
躍
す
る
御
伽
歌
劇「
ド
ン
ブ
ラ
コ
」。

日
本
人
初
の
オ
ペ
ラ「
露
営
の
夢
」（
一
九
〇
四
）を

生
み
出
し
た
北
村
季
晴
が
、

日
本
の
子
供
に
あ
う
題
材
、
素
材
を
用
い
る
計
画
で

一
九
〇
七
年
に
作
り
始
め
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
だ
。

自
ら
脚
本
を
書
き
、

病
床
の
母
に
相
談
し
な
が
ら
わ
ら
べ
歌
を
織
り
込
み
、

唱
歌
、
讃
美
歌
と
オ
ル
ガ
ン
、
木
遣
も
取
り
入
れ
て

五
年
か
け
て
完
成
。

一
九
一
二
年
一
月
に
、
伴
奏
付
き
の
五
分
冊
版
と
全
曲
版
、

声
楽
パ
ー
ト
の
計
三
種
の
楽
譜
が
出
版
さ
れ※

、

五
月
に
は
歌
舞
伎
座
で
初
演
さ
れ
た
。

す
ぐ
に
大
人
気
と
な
り
、
宝
塚
少
女
歌
劇

第
一
回
公
演（
一
九
一
四
）の
演
目
と
し
て
も
注
目
を
集
め
る
。

築
地
の
居
留
地
な
ど
で
西
洋
音
楽
に
触
れ
、
オ
ル
ガ
ン
を
学
び

ヘ
ボ
ン
の
勧
め
で
明
治
学
院
か
ら
東
京
音
楽
学
校
へ
。

卒
業
後
は
音
楽
の
教
育
と
振
興
に
尽
く
し
た
北
村
季
晴
。

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
自
ら
が
受
け
た
賜
物
を

引
き
継
ご
う
と
す
る
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

遠
山
一
行
記
念
日
本
近
代
音
楽
館
音
楽
司
書　

末
永
理
恵
子

※全曲版は国立国会図書館デジタルコレクションで、声楽パート「声音之部」（1912.1.1 弘楽社）は、遠山一行記念日本近代音楽館で第5版（1921）を閲覧することができる。 29


